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 【研究背景】直接授乳とは乳房から直接母乳を乳児に与える授乳方法で、母乳育児を行う母親にとって 1
日に行う育児の大部分を占める行為である。直接授乳スキルの習得は出産後の母親にとって早期に達成しなけ
ればならない課題であるが、母親のなかには直接授乳に困難を感じる者もおり、すべての母親が容易に習得で
きるものではない。ヒトが行う行為の実現には、情報の入力に関わる知覚系と出力に関わる運動系とが一つの
システムとして連携する必要があり、知覚系のなかでも視覚は他の感覚情報より優位に働く。これまで日常生
活動作やスポーツ等の行為場面における視線測定によって、適切な視線行動が運動遂行に必要なスキルの 1
つであることが明らかにされている。従って、直接授乳の遂行においても適切な視線行動の協応があると考え
られる。直接授乳に伴う視線行動を知ることは、直接授乳の遂行に必要なスキルの本質をより理解することに
つながる。 
【研究目的】本研究の目的は直接授乳時の乳児の吸着（乳房の含ませ方）場面における母親の視線行動を明
らかにすることである。本研究では視線行動のうち、視覚情報の取得に関わる注視行動の特徴を検討する。 
【研究方法】本研究は 1）予備調査と 2）本調査の順で調査を実施した。 
1）予備調査：母親 3名が実際に直接授乳を行う際の視線を測定した。視線測定には頭部装着型のアイマーク
レコーダー（視線計測装置）を使用した。注視は空間の同一部位に 100ms 以上アイマークが停留した状態と
定義し、視野画像に右眼の瞳孔位置が同期した画像データを 1フレームずつ観察して注視の生じるエリアを分
類した。注視エリアは乳児の“前頭部”、“側頭部”、“目”、“頬”、“鼻”、“口”、“乳児の顔と母親の乳房の間”、
“乳児の口と母親の乳房の接合部”、母親の“乳頭”、“乳輪”、“乳房”の 11 のエリアに区分し、11 エリア以
外に発生した注視は“その他”に分類した。注視行動として注視回数割合、注視時間割合、1秒あたりの注視
回数と注視 1回あたりの平均注視時間を分析した。さらに、吸着場面で視線を向けた場所等について母親から
聞き取りを行った。 
2）本調査：本調査では予備調査と同じ方法で新たに 11名の母親の直接授乳時の視線を測定し、予備調査の 3
名と合わせた 14名のデータを分析した。注視エリアは乳児の“顔上部”、“顔下部”、“乳児の顔と母親の乳房
の間”、“乳児の口と母親の乳房の接合部”、母親の“乳房”の 5 つのエリアに区分し、5 つのエリア以外に発
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生した注視は“その他”に分類した。注視行動は注視回数割合、1秒あたりの注視回数、注視 1回あたりの注
視時間、注視エリアあたりの平均注視時間を検討した。また、注視行動の主観的データとして吸着場面におけ
る注視行動について母親から聞き取りを行った。なお、予備調査と本調査ともに吸着場面は第 1相（直接授乳
開始から吸着前まで）と第 2 相（吸着時点から乳児の適切な吸着を母親が認識した時点まで）の 2 つの相に
分けて分析した。 
【結果】1）予備調査①第 1相：注視回数割合の高い注視エリアは参加者 1が“乳児の顔と母親の乳房の間”
で 60.0%、参加者 2は母親の“乳輪”で 26.7%、参加者 3は母親の“乳輪”と“乳房”エリアでそれぞれ 44.4%
であった。母親の乳房側エリアへの注視配分が大きい傾向であった。注視時間割合は注視回数割合と同じ傾向
を示した。3名の 1秒あたりの注視回数は 3.1（±1.2）回で、注視 1回あたりの平均注視時間は 358.9（±147.9）
msであった。②第 2相：注視回数割合の高い注視エリアは 3名の参加者ともに“乳児の口と母親の乳房の接
合部”であった（参加者 1; 42.9%, 参加者 2; 25.9%, 参加者 3; 50.0%）。注視時間割合は注視回数割合と同じ
傾向を示した。3名の 1秒あたりの平均注視回数は 2.1（±1.5）回、注視 1回あたりの平均注視時間は 740.2
（±599.2）ms で、第 1 相よりも 1 秒あたりの注視回数が少なく、注視 1 回あたりの平均注視時間が長い傾
向を示した。これらの結果から本調査に向け、注視配分と注視パターンに関する 2つの作業仮説を生成した。 
2）本調査 ①第 1 相の注視回数割合中央値は “乳房”48.8%、乳児の“顔下部”27.0%、“乳児の口と母親
の乳房の接合部”3.4%、“乳児の顔と母親の乳房の間”1.3%の順で大きく、第 2 相は“乳房”34.2%、“乳児
の口と母親の乳房の接合部”24.1%、乳児の“顔下部”18.4%の順で大きかった。作業仮説①に基づきこれら
を 2 相間で比較した結果、第 2 相の“乳児の口と母親の乳房の接合部”への注視回数割合は第 1 相より有意
に大きく、作業仮説は一部採択された。②第 1相の 1秒あたりの平均注視回数は 3.1回で、第 2相は 2.7回で
あった。また、第 1相の 1回あたりの注視時間中央値は 377.0msで、第 2相は 371.2msであった。作業仮説
②-1に基づき、1秒あたりの注視回数と 1回あたりの注視時間の相関を分析した結果、2つの変量には負の相
関関係が認められた。さらに、作業仮説②-2として 1 回あたりの注視時間を 100ms幅で区間を作り、1 回あ
たりの注視時間の分布を 2 相間で比較した結果、第 1 相と第 2 相の注視パターンは有意に同等性がなく、作
業仮説②-2 は採択された。この第 1 相と第 2 相の注視パターンについて追加分析として初経産群に分けて比
較検討した結果、第 1 相と第 2 相ともに初産群と経産群の注視パターンは有意に同等性のないことが確認さ
れた。 
【結論】本研究結果より、①“乳房”エリアは吸着場面全体を通して注視が必要なエリアで、“乳児の口と
母親の乳房の接合部”エリアは第 2 相で注視配分が大きくなる第 2 相の特徴的なエリアである、②吸着場面
では第 1 相と第 2 相における行為に応じて注視パターンが変化し、直接授乳行為における即時的な課題に必
要な視覚情報の取得が行われている、③第 1相と第 2相の注視パターンは初産と経産では異なる特徴を示す、
の 3点が明らかとなった。この結果は、直接授乳場面における吸着の遂行にもその状況に応じた適切な注視行
動の協応が欠かせないことを示唆する。本研究で用いた注視データの測定方法によって直接授乳時の母親の注
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視行動を測定することが可能であることが明らかとなり、将来的には直接授乳スキルの評価に注視行動測定が
応用できる可能性を示した。 
 
